
定期便や各種支援情報につきましては、ＨＰでもご覧になれます。

被災地支援に関するイベント情報等について、ツイートしています。
復興支援対策部のアカウント https://twitter.com/tocho_fukko

都内に避難されている皆様へ 検索

http://www.soumu.metro.tokyo.jp/17hisaichi/hp/tonaihinansha.html

今月のお知ら
せ
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今月は、都営住宅（家族向毎月募集）のご案内や医療ネットワーク

支援センターが実施する交流会・教室等を同封しています。

しほたん通信は、長期間ゆうちょ銀行に預けた定額・定期貯金に

ついてです。



東京都住宅供給公社
東京都住宅政策本部

都営住宅における家族向毎月募集
（東日本大震災被災者等）のご案内

平成30年1月以降、毎月中旬頃、若年夫婦・子育て世帯、定期使用住宅入居後5年経過世
帯、事業再建者（定期使用住宅）、一般世帯（家族向、4月から6月までの臨時措置）に加え、	
東日本大震災被災者の方を対象とした募集を行っています。つきましては、6月に実施す
る募集についてお知らせします。

1　募集戸数	 70戸（予定）

2　申込受付期間	 令和3年6月17日（木）～6月30日（水）
	 （ダウンロードは6月25日まで）
	 18時00分必着（郵送受付）

3　主な申込資格
（（1）～（3）のいずれか及び（4）（5）に該当すること）
（1）東日本大震災により、滅失した住宅に居住していた方
（2）福島県東京電力原子力事故による居住制限者
（3）福島県東京電力原子力事故による支援対象避難者（全員避難、一部避難）
（4）所得が定められた基準内であること
（5）その他都営住宅の入居資格にあてはまること

4　申込方法
　申込書及びパンフレットは東京都住宅供給公社のHPに掲載しますので、申込書
をダウンロードし、郵送でお送りください。なお、下記の場所で申込書等を受け取
ることも出来ます。
・都庁第二本庁舎13階中央募集相談窓口
・東京都住宅供給公社（都営住宅募集センター・各窓口センター）
・東雲住宅公社現地事務所2415号室

【問合せ先】
東京都住宅供給公社　都営住宅募集センター
電話	 03-3498-8894【午前9時から午後6時（土・日・祝日を除く）】
URL	 https://www.to-kousya.or.jp/toeibosyu/

～都営住宅の要件に当てはまらない方は～
★公社住宅では、先着順による空き家募集を引き続き行っています。
お申込みを随時受け付けていますので、下記までお問い合わせください。

東京都住宅供給公社　公社住宅募集センター　移転相談専用窓口
　専用ダイヤル　03-6812-1350
※インターネット（JKKねっと）でもお申込みできます。



都営住宅等募集の案内
	 2021年6月1日

募集時期 募集の内容 募集案内・申込書の配布 備考
毎月中旬 若年夫婦・子育て世帯、東日本大震災被

災者、定期使用住宅入居後5年経過世
帯、事業再建者（定期使用住宅）、一般世
帯（家族向、4月から6月までの臨時措置）

配布は行っておりません。
募集日程の間でのみダウン
ロードをすることができます。

募集の概要については、
公社HP（募集日程は毎
月5日頃公表）でお知ら
せします。

2　都営住宅（家族向　毎月募集）

募集時期 募集内容・対象住戸 申込方法 備考
随時 2人以上のご家族が対象です。

定期募集及び毎月募集で申込み
のなかった多摩地域にある都営
住宅の一部になります。

東京都住宅供給公社都営住宅募集セン
ター随時募集専用ダイヤルへお電話く
ださい。電話のみの受付になります。
☎03-5467-9266

募集の概要につい
ては、公社HPでご
確認ください。

3　都営住宅（家族向　随時募集）

住宅の種類 募集時期 募集方式 問い合わせ先
東京都施行型 年2回（6月上旬、12月上旬） 抽せん 東京都住宅供給公社　都営住宅募集センター

〒150-8322　渋谷区神宮前5-53-67	コスモス青山3F
☎03-3498-8894

随時（詳しくは公社HPで
ご確認下さい）

先着順

公社施行型　
公社借上型

随時（詳しくは公社HPで
ご確認下さい）

先着順 東京都住宅供給公社　公社住宅募集センター
〒150-8543　渋谷区渋谷1-15-15	テラス渋谷美竹2F
☎03-3409-2244

4　都民住宅募集

◎東京都住宅供給公社HP　https://www.to-kousya.or.jp/

5　公社住宅募集
　◆	先着順による空き家募集を行っています。お申込みを随時受け付けていますので、下記までお問い合わ
せください。

＜問い合わせ先＞
東京都住宅供給公社　公社住宅募集センター　移転相談専用窓口　専用ダイヤル　03-6812-1350
　※インターネット（JKKねっと）でもお申込みできます。

※	抽せん方式の募集では、居室内で病死等があった住宅も掲載する予定です。詳しくは、各募集時期に配布する募集
案内でお確かめください。

1　都営住宅（家族向・単身者向　年4回定期募集）
募集時期 募集の内容 募集案内・申込書の配布 備考

8月2日（月）
～11日（水）

家族向（ポイント方式） 募集期間（土・日を除く）
に限り、東京都住宅供給公
社都営住宅募集センター、
各窓口センター、都庁、区
役所、市役所、町村役場で
配布します。また、同期間
中公社HPからダウンロード
することもできます。

募集の概要については、
広報東京都（募集月の前
月末頃に新聞折込で配
布）、テレホンサービス、
公社HP（募集月の前月
下旬に掲載）でお知らせ
します。

単身者向・シルバーピア（抽せん方式）

居室内で病死等があった住宅も掲載す
る予定です。詳しくは、募集案内でお
確かめください。

11月上旬 家族向・単身者向等（抽せん方式）
2月上旬 家族向（ポイント方式）

単身者向・シルバーピア（抽せん方式）
5月上旬 家族向・単身者向等（抽せん方式）
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奈
川
の
小
学
校
を

訪
問
し、
震
災
の
教
訓
を
伝
え
る

「語
り部

活
動
」を
実
施
。

オ
ンラ
イン

交
流
に
向
け
て

各
種
教
室

教
室
・通
信
講
座

教
室
：
音
楽
・コ
ー
ラス
教
室
を
予
定
して

い
ま
す
。

通
信
講
座
：
生
け
花
／
料
理
／
園
芸
／
農
園
料
理
／
手
芸

様
々
な
企
画
を
用
意
して

い
ま
す
の
で
、楽

しみ
に
お
待
ち
くだ
さい

♪

お
うち
時
間
を有

意
義
に
過
ご
しま

しょ
う！

参
加
者
募
集
中
‼

ご
希
望
の
方
は
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

交
流
会

リア
ル
で
集
う交

流
会

「生
け
花
」、
「料

理
」、
「音

楽
」な
どを
楽
しむ

交
流
会
や

「オ
ー
プ
ント
ップ
バ
ス
」で
首
都
圏
近
郊
を
め
ぐる
交
流
会
の

開
催
を
予
定
して

い
ま
す
。ま
た
、福

島
県
内
の
方
々
と交

流

を
図
る
「ふ
る
さと
絆
バ
ス
交
流
会
」も
計
画
して

い
ま
す
。首
都
圏
や
福
島
県
内
で
開
催
す
る
交
流
会
！

各
種
教
室

連
携
して
い
る
神
奈
川
、埼

玉
の
団
体
が
実
施
す
る
事
業

「東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
語
る
会
」、
「保

育
園
で
の

ボ
ラン
テ
ィア
体
験
」、
「畑

に
行
こう
よ
」、
「大

人
の
遠
足
」

な
ど
月
よ
り順

次
開
催
予
定
で
す
。

交
流
レタ
ー
な
どの
ダイ
レク
トメ
ー
ル
をご

希
望
の
方
は
下
記
の
医
療
ネ
ット
ワー

ク支
援
セ
ンタ
ー
へ
ご
連
絡
下
さい

。

■
令
和

年
度
実
施
予
定
事
業
一
覧

初
夏
を迎

え
、街

路
樹
の
緑
も
ます

ま
す
青
々
とし
て
きま

した
。皆

さま
い
か
が
お
過
ご
しで

しょ
うか
？

医
療
ネ
ット
ワ
ー
ク支

援
セ
ンタ
ー
で
は
、今

年
度
も
レ
ター

の
発
行
や
交
流
会
、教

室
な
どの
各
種
イベ

ン
トを

計
画
して

お
りま
す
。実

施
方
法
は
コロ
ナ
感
染
拡
大
の
状
況
を
注
視

しな
が
ら

ビデ
オ
通
話
な
どで
の
オ
ンラ
イン

交
流
会
や
、動

画
に
よる

通
信
講
座
な
ど、
工
夫
して

開
催
した

い
と考

え
て
お
りま
す
。様

々
な
教
室
を通

信
講
座
で
予
定
して

お
り

ま
す
。詳

細
が
決
ま
り次

第
お
知
らせ

い
た
しま
す
の
で
楽
しみ

に
お
まち

くだ
さい

。※
コロ
ナ
ウィ
ル
ス
の
情
勢
に
より
以
上
の
通
信
講
座
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ます

。あ
らか

じめ
ご
了
承
くだ
さい

。

令
和
３
年
度
の
“
交
流
会
”
“
教
室
”
予
定
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案
内

特
定
非
営
利
活
動
法
人

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
セ
ン
タ
ー

首
都
圏
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難
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い
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皆
さ
ま
へ
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内
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企
画
・
運
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／
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
セ
ン
タ
ー

■
電

話
／

（
平
日

～
）

主
催
・
お
問
い
合
わ
せ
先

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ

情
報
共
有

交
流
レ
タ
ー

葉
書
を通

じて
つ
な
が
りま
しょ
う！

医
療
ネ
ット
ワ
ー
ク支

援
セ
ンタ
ー
か
らの

お
知
らせ

や
往
復
は
が
き
を
通
じて

、皆
さん

の
近
況
を
お
伺

い
す
る
「交

流
レ
ター

」を
今
年
度
も
実
施
しま

す
。

交
流
会

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

オ
ンラ
イン

で
つ
な
が
りま
しょ
う！

初
め
て
の
試
み
な
の
で
、ま
す
は

ビデ
オ
通
話
や

の
講
習
会
を
行
った
り、

解
説
動
画
の

を
配
布
した

り、
オ
ンラ
イン

交
流
に
向
け
て
準
備
を
しま

す
。

オ
ンラ
イン

で
は
、首

都
圏
以
外
の
地
域
とも
つ
な
い
だ
り、
音
楽
を
通
じて

皆
さん

と

つ
な
が
る
「音

楽
交
流
会
」な
どの
小
規
模
な
交
流
会
を
実
施
予
定
。

語
り
べ

教
訓
を
伝
え
る
語
り部

活
動

子
供
た
ち
に
震
災
の
教
訓
を
伝
え
よう
！

東
京
・埼

玉
・神

奈
川
の
小
学
校
を

訪
問
し、
震
災
の
教
訓
を
伝
え
る

「語
り部

活
動
」を
実
施
。

オ
ンラ
イン

交
流
に
向
け
て

各
種
教
室

教
室
・通
信
講
座

教
室
：
音
楽
・コ
ー
ラス
教
室
を
予
定
して

い
ま
す
。

通
信
講
座
：
生
け
花
／
料
理
／
園
芸
／
農
園
料
理
／
手
芸

様
々
な
企
画
を
用
意
して

い
ま
す
の
で
、楽

しみ
に
お
待
ち
くだ
さい

♪

お
うち
時
間
を有

意
義
に
過
ご
しま

しょ
う！

参
加
者
募
集
中
‼

ご
希
望
の
方
は
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

交
流
会

リア
ル
で
集
う交

流
会

「生
け
花
」、
「料

理
」、
「音

楽
」な
どを
楽
しむ

交
流
会
や

「オ
ー
プ
ント
ップ
バ
ス
」で
首
都
圏
近
郊
を
め
ぐる
交
流
会
の

開
催
を
予
定
して

い
ま
す
。ま
た
、福

島
県
内
の
方
々
と交

流

を
図
る
「ふ
る
さと
絆
バ
ス
交
流
会
」も
計
画
して

い
ま
す
。首
都
圏
や
福
島
県
内
で
開
催
す
る
交
流
会
！

各
種
教
室

連
携
して
い
る
神
奈
川
、埼

玉
の
団
体
が
実
施
す
る
事
業

「東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
語
る
会
」、
「保

育
園
で
の

ボ
ラン
テ
ィア
体
験
」、
「畑

に
行
こう
よ
」、
「大

人
の
遠
足
」

な
ど
月
よ
り順

次
開
催
予
定
で
す
。

交
流
レタ
ー
な
どの
ダイ
レク
トメ
ー
ル
をご

希
望
の
方
は
下
記
の
医
療
ネ
ット
ワー

ク支
援
セ
ンタ
ー
へ
ご
連
絡
下
さい

。



電話による相談
電話番号：03－3353－2700、03－3353－2703
相談時間：平日  午前10時～午後３時45分　※通話料はご相談者様の自己負担となります。

　東京司法書士会では都内で避難生活を送られている被災者や避難者の方へ支援活動を行っております。みな
さまへ寄り添い、少しでもお力になれますよう、情報提供や法律相談等の支援を続けてまいります。今回は以
前にお知らせしたゆうちょ銀行の定額貯金等の情報をお届けします。

●東京司法書士会総合相談センター
　　ご予約電話番号：03－3353－9205
　　予約受付時間：平日午前９時～12時、午後１時～５時

●三多摩総合相談センター
　　ご予約電話番号：042－548－3933
　　予約受付時間：平日午前10時～午後４時

　　　　　（JR  立川駅  北口  徒歩６分、多摩都市モノレール  立川北駅  徒歩５分）

面談による相談（予約制）

　2年以上前に、一度お知らせしましたが、郵政民営化前（平成19年以前）に郵便局に預けた、総合口

座通帳ではなく定額貯金専用通帳の定額貯金や証書タイプの定期貯金については、「法律の規定によ

り満期後20年2カ月経過すると権利が消滅」してしまいます。満期後10年を経過した預金者の方へ

通知がされていますが、まだ「何もされていない方や今回はじめて耳にしたという方」はゆうちょ銀

行の窓口で確認してください。

　満期になってから20年2カ月の期間がありますので急ぐことはありませんが、忙しい毎日でつい

つい忘れてしまいがちです。時間はまだありますが、お時間のあるときにお近くの郵便局でご確認

頂くとよいでしょう。

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、面談による相談会の実施時間、方法等に変更があります。
詳しくは下記予約電話番号にてお問い合わせ頂くか、東京司法書士会ホームページをご覧ください。な
お、電話による相談は受け付けておりますのでご利用ください（ご予約電話番号とは番号が異なります）。

東京司法書士会

しほたん通信 令和３年６月号

長期間ゆうちょ銀行に預けた定額・定期貯金はありませんか？



 

被災者支援センター 
〒026-0024 釜石市大町 2-4-7 

0193-30-1034 
080-9634-6650 

web http://sumaiansin.net    mail info@sumaiansin.net 

※当センターは、岩手県からの委託により認定特定非営利活動法人インクルいわてが運営しています。 

家庭問題等どこから

解決していけばいい

かわからない。 

ひとり暮らしで、こん

なこと、どこに相談し

てよいかわからない。 

収入が減り、家計を見

直したい。 

わ 

仕事がうまくいかず、

家賃や住宅ローンの

支払いが大変。 

東日本大震災津波で被災された皆さま 

〒020-0063 盛岡市材木町 3-5 
盛岡サブセンター 

TEL 019-601-7640 FAX 019-601-7641 

関係機関 

（市町村、市町村社会福祉協議会など） 

いわて被災者支援センター 

FAX 0193-30-1034 

受付 ： 月曜日～金曜日 9：00～17：00 

TEL 

相談支援員による支援 

弁護士無料相談（予約制） 

◇ 定例相談会 

月 1 回 4 地区で開催 

宮古市 第 4 月曜日 

釜石市 第 2 火曜日 

大船渡市 第 3 水曜日 

陸前高田市 第 1 金曜日 

◇ 個別相談 

ファイナンシャルプランナー 

無料個別相談（予約制） 

相 談 

・ 電話 

・ 訪問 

・ 来所 

連 

携 

（土日祝日、12/29～1/3 を除く） 

いわて被災者支援センターでは、お困りごとを電話や面談、個別訪問などでお聞きし、

解決のお手伝いをします。専門家（弁護士やファイナンシャルプランナー）や市町村、社会

福祉協議会などの関係機関とも連携しています。 

ひとりで悩まず、一緒に解決方法をみつけていきませんか。 

内陸や県外にお住まいの方は、盛岡サブセンターに

ご相談ください。 

◆ 内陸や県外にお住まいの方へ ◆ 







「被災地における福祉・介護人材に対する奨学金貸付事業」の問合せ先 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〒960-814１ 福島県福島市渡利字七社宮 111 

 

福島県外にお住まいの方で、福島県浜通りの介護保険施設等に介護職員として就職するに対して、就職準備金や 

介護職員初任者研修等の受講料を無利子で貸与します。一定の条件を満たせば返還が免除されます。 

 

福島県社会福祉協議会からのお知らせ 

就職準備金等の貸付制度のご案内 

貸付内容（貸付利子は無利子） 

 １５ 万円以内

 

※介護職員初任者研修等を受講する場合に借りること 

ができます 

※条件により、世帯赴任加算や自動車輸送費用等加算が対象になる場合があります。 

就職した介護保険

施設等で一定の業

務従事期間（１～

２年）を満たした

場合は奨学金の返

還を免除します。 

※貸付金額により

期間が変わります。 

返還免除 

社会福祉法人 福島県社会福祉協議会 ☎024-526—0045 

ふくしまで、咲こう。 検 索 ☚ 
 

2011 年の東日本大震災で福島県相双地域等（浜通り）は甚大な被害を受けました。地域の復旧・復興は少

しずつ進んでいますが、介護施設等で働く職員は今もなお不足している状況が続いています。 
福島県社会福祉協議会では、福島県相双地域等（浜通り）で介護職員として働く人材を広域的に確保する

ため、同地域の施設等で介護職員として就職する方に対して就職準備金等の奨学金を無利子で貸与する事業

を行っています。 

福島県相双地域等（浜通り）で介護職員として働きませんか。 

 現地に行けなくても動画でチェック! 

～ 被災地における福祉・介護人材に対する奨学金貸付事業のご案内 ～ 

■就職準備金 ※金額により返還免除の要件が変わります 

正規職員またはフルタイム勤務の非正規職員  

 
 ３０ 万円  

 

３０ 万円 または ５０ 万円 

 パートタイム職員（勤務時間が週 20 時間以上）  

 
パートタイム職員（勤務時間が週 20 時間未満）  

 

 １５ 万円  

 

■研修受講料 

 東日本大震災から10年が経過した現在の浜通り地域

の美しい自然や生活情報を 3 つのエリアに分けてご紹

介。また同地域内にある福祉施設・事業所での介護の

仕事や周辺情報を分かりやすくご紹介しています。 
ぜひ、一度ご覧いただき、不明な点があればお気軽

に下記までご連絡ください。 
 

 

http://www.f-kaigoshogaku.jp 

『あなたが輝く介護のしごと』のご紹介 

「キラリ☆ふくしまライフ」の各エリア内にある、 

福祉施設・事業所の動画をぜひ、ご覧ください。 

動画を通じて福島浜通りをもっと知り、介護の仕事の 
魅力を感じてください。 

就職準備金等の貸付制度の詳しい内容 
もご紹介しています。 
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